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研究所所報
仔ヤ
プし
所
アジア
・ア
フリカ
文化研究所
日誌
所
幸良
四
月十八
日
公開研究発表会
アジ
ア
・ア
フリ
カ文
化研究所室
杉浦正健
研
究員
「イ
ン
ド、
不シ
アの
回
教法制」
詳細
は別
掲参照
終了後研究所総
会
①新
研究員
紹介
杉浦正健
氏
井上
敬
一氏②
一九
六九年度経過報告
③一
九
七0
年
度研
究計画
⑥宗
教儀
礼調査計回
⑥
滋賀県宮座
の社
会人類学
的研究調査計間以上
を承
認
④
予算使
用計画
五月六
日
運営
委員会
①
研究所事
務を小栗山
雪枝氏
に依
嘱す
る
こと
を承認
②
宗教儀礼
調査
に
ついて
奈
良県十津川
の調
査を検
討。
五月末
まで
に
具体案を決定す
こる
ととした
③
七0
年度研究例会を
検討
五月
十六
日公
開研究発表会
アジ
ア
・ア
フ
リカ
文化研究所安
井上
敬
一
研究員
「アジ
ア散
見」
詳細は 別掲参照
五月三
十日
研究例会
①
十津川
調査
に
ついて
。
調査計画に
つい
て
の討
論会
九月二十
八
日
運営委員会
①
研究
計画の変
更に
ついて
十津川調
査の可
能性を
再検討
し、
地域設定と
して
成
立せず
、
今年度は
邪馬台国関係
の史
蹟に関
する共同
調査
の実
施を承認
②
滋賀県宮座
の調
査は十
月・十一
月に
実施
③十
月以降
の
定例
研究会
日程
を検討
④研
究所事
務を神戸ゆ
かり
氏に依
嘱する
とと
を承認
(小栗山雪枝
氏
は台湾
へ渡
航)
九月
t十
二月
この
間
「邪馬台国卑弥
呼の慕
」
の調
査
(市
村其三
郎研究所長引率)
および
「滋賀県宮
座調査」
(高橋統
一研
究員
)実
施。
他に
「華陽国士山」
輪読
研究
会
隔週継
続実施
十二月五
日
公開研究発
表会
アジ
ア
・ア
フ
リカ
文化研究所室
船木勝馬
研究員
「タ
クパ
ツ部の翠
北支配
への
道」
詳細は別掲
参照
十二月
十
九日
公開研究発表会
アジ
ア
・ア
フ
リカ
文化研究所室
呉主恵教授
「東
南アジ
アにお
ける
華僑
社会
の変
貌を
さぐ
って
」
詳細は
別掲参照
一月
十
六日
公開研究発表会
アジ
ア
・ア
フ
リカ
文化研究所室
市村其
三郎
研究所
。
長「
ヒミコ
の哀
をた
ずね
て」
(調査報告〉
詳細は別掲参
照
一円月
三十日
公開研究発表会
アジ
ア
・ア
フ
リカ
文化研究所室
高
橋統
一
研究員
「滋賀県宮座
の社
会人類学的研究ll滋賀県
湖南
・湖
東
!ll
」詳
細は別
掲参照
同会
終了後運営
委員会
①一
九
七一
年度研究計
画およ
び予
算案
立案の件
②
一
九七
一・
二年
度研究員
の件
二月二十日
研究所総
会
於ニ
ュl
-大
木
②一
九七
一年度研究
計画の件
① 
一九
七一
・
二年度
研究所人
事の件
一九
七0
年度購入図書
・資
料
〉昨日g
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何回印仲
間口品
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krES
( 巴g
t
HC吋
C)
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Hロ仏SE
E
dm白ロ色白
(出・
ω・
富。円己的
)
日本
アフ
リカ学
会誌
パプア
、
ニュ
l
・ギニア
の
現状と
将来
(青木出郎〉
(外交時報社)
十津川
(奈良県教育
委員会事務
局)
(奈良県
吉野
郡十津川
村役場
)
日本庶民生活
史料集成
第一、
十二
、
十三、
十六巻
空
一一
書
一房
)
礼の
起源と
其発達
(加藤
常賢)
(中文館書活
)
宗教と民族
(原
田敏明
)
(東海大学)
日本民
族社会史研究
(肥後先生古稀記念
論文刊行会一
編)
(弘文堂)
日本
祭礼行事集成
第三巻
(日
本祭礼行事集
成刊行
会)
(平凡社)
日本
民族文化
の研
究
(国分直
一)
(慶友社)
丹生
の研
究
(松
田寿
男)
(早稲
田大
学出版部)
農耕儀礼
の研
究
(古
野清人)
(東海大学出版会〉
古代王
権の
祭杷と神話
(岡
田精司
)
(塙
書一房刊
)
故宮資器録
一・
二
(甲乙
丙丁)
(中
華民国国
立
故宮博物院)
故宮書画録
一・
二・
三・四
(中
華民国
国立
故宮博物院)
中国農書
目録桑
(毛章孫)
(進学書局)
漢唐古俗
と明
器土偶
(小林大市)
南海
に関
する支
那史
料
(石
田幹之助)
(生活社)
楚文化研究
(文崇
一)
(中央研究院民族学研究所)
新中国年鐙
一九
六二
・六
三・
六
回
(極東書庖〉
七O
年版
(大修館書庖)
支那
古明器
泥象図説
(浜
田耕作)
ハ万
江書院)
支那地名集成
(外部省情報部
編〉
(日本
外事協会版)
朝鮮
の鬼
神
(村山智順)
(朝鮮
総督府)
考古年表
(国立
中央研究院)
民族学
の歴
史
(ジ
ャン
・ポワ
リエ
古野清人訳)
(白水社)
東洋学文献類
録
一九
六八年度
(京大人文科学研究所)
朝日
アジ
ア
・レ
ビュ
ー
(季刊
第二
・第
三・
第
四号)
(朝
日新聞削
社)
ソビ
エ
ト民
族学入
門
(エ
ス
・ア・ト
lカレ
フ編
著
大木仲
一訳
)
(弘
文堂)
社会人類学入門
(デ
ィl
・エ
フ・
ポコ
ッ
ク著
末成道
男著)
(弘文堂〉
人
類学
入門
(エヴ
ア
ンズ
・プリチ
ャ!ド
他共著
吉田禎
吾訳)
(弘文堂)
東洋読史地図
(箭内百
己
(冨
山房〉
東南
アジ
アの
構造
(斉藤吉史)
(朝
日新聞
社)
人類学
(季
刊
一九
七O
一i
一〉
(京都大学人類学研究会)
大航海時代叢書
日本
教会史
(下)
概説年表索引
岩波書活
一九
七0
年度
寄贈図書目録
中束通報
(一九
七
0・四
t
一九
七一
・一
ニ)
海外事
情(
一九
七
0・
四
t
一九
七一
-一
二)
報告
六
明治大
学社会科学研
究所年報
第一0・
一一
号
日本
仏教文化
会議紀要
四十四年度
論集
一O(
合併版)
カン
ボ
ジア
関
係基
礎資料
比較
教育文化研究施設紀要
二十
一
逐次刊行物目録
四十
三年版
文部省史料館報
十一
財団法
人
中東調査会
拓殖
大学海外事
情研究所
拓殖
大学
海外事情研究所
明治
大学社会科学研
究所
全日
本仏教会
東京女
子大
学学会
朝日新
聞中
国アジ
ア調
査会
九州大
学教育部付属比
較文化研究施
設
国立
国会図書館文部省
研究所所報
東洋文化
二五
六t七
財団法人
無窮会
立正
大学人文科
学研究所年報
一九
六九
第八号
立正大
学人文
科学研究所
日本
イラ
ン協
会ニ
ュー
ス
一九
六八
t
一九
六九
・十
二
日本イ
ラン
協
会
HHS
SE可
(〈♀-
FU
w印
wp斗
切
〈。
-ロ
-H
tω
LN
t
H∞u
〈o--
HHH-
NC)
グラフ
・イ
ラン
鴎外
六
仏教研究
創刊号
関口四円ぬ吋
二十
六J七
古代
日
本語発掘
経済経
営論集
第五十
五
t八
号
あ
が
き
と
出光興産
森闘外記念館
国際仏教
徒協会
エッ
ソ
築島裕
東洋大
学経済経営研究所
一九
六
九・
一九七0
年度の
研究計画ぞ予
定ど
おり遂
行でき、
その
報告を
す
べて
収
載する
ζとができ
まし
たこ
とは、
各研究
員のど努
力の
たまも
のと深
く感謝し
ます
。
来年度か
らはより
強力
なス
タッフ
に
よって
、
より
広く
より
深い
研究が継
続される
乙
とを
期し
て待
ちたいと思い
ます
。
アジア
・アフリ
カ
文化研究所研
究年報
一九
七一
年三月二O日
一九
七一
年三月二
五日
編集兼発行人
印
刷
所
発行所
アジア
l一
九七
0年度l
発 印
行 別
【非
売品
〕
市
村
其
近藤印
刷株式
会社
東京都文京区白山
一ノ
二ノ
五
-ア
フリ
カ文
化研究所
東京都文京
区白山五
ノ二八ノ二O
(東
洋大学内
) 良日
